
ビックリクリーナー　作業手順　（水栓金具、鏡、ガラスの水垢・鱗状痕落とし）

■①洗浄前 ■②汚れた鏡の表面を充分に水で洗い流してください。
※過去の洗浄剤等が残っていると白濁の原因になります。

■③液剤を容器に移し、刷毛（ハケ）で満遍なく塗り込んでください。
　液剤が弾く場合は、なじむまで繰り返し塗り込んで下さい。

■④乾燥する前に水で充分に洗い流してください。
　液体成分が多量に塗残しますと薄白くなる可能性があります。

■⑤水洗い洗浄後、スキージーやウエス等でしっかり拭き上げて下さい。
※汚れが落ちきれない場合は上記作業を繰り返してください。

使用上の注意・警告

応急処置

※洗浄前に用意して頂くもの

・容器（コップ）
・刷毛（ハケ）
・綺麗なウエス（タオル）

※車のフロントガラス、偏光ガラスにはご使用できません。

・カラン等にも使用できますが、傷・破損しているカラン（蛇口）には使用しないで下さい。
※塩素系製品と一緒に使用すると有害な塩素ガスが出て危険です。

・用途以外に使用しない　　・液剤を塗ったまま放置しない　・他の薬剤と併用しない。

・目や口に入れたり、直接ふれない　・手や服に付いた場合は、水洗いして下さい。　

・飲み込んだ時は吐かずに、すぐに口をすすぎ、コップ１～２杯の牛乳か水を飲んで医師に相談してください。
・皮膚に付き異常が見らる場合は、皮膚科に御相談下さい。

品質表示

品名：ビックリクリーナー液性：酸性　成分：有機酸混合・無機酸混合・植物エキス・界面活性剤・無機酸混合水

・開封後はなるべく早く使用し、直射日光を避け、風通しのよい常温（40℃以下）で保管して下さい。
・幼児の手の届かない所で保管して下さい。

・目に入った時は、こすらず直ちに１５分以上洗い流し、痛みや異常がなくても必ず眼科医に受診して下さい。


